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Ⅰ．はじめに

学校教育における家庭科教育の課題の１つに、

各領域に費やされる指導時間の差があげられる。

各領域の指導状況について、速水ら
1)
は、中学

校、高等学校家庭科教員を対象に調査を行った結

果、住居領域は他の領域と比べて授業時間の配分

が少ない、宮崎ら
2)
は、高等学校家庭科での生徒

の住居領域の学習経験は半数以下であると報告し

ている。住居領域に費やされる指導時間が他の領

域と比べて少ない要因の一つに、碓田
3)
は、住居

領域に関して教えにくいと感じている教員が多

い、岡田ら
4)
は、住居領域は、生活の場で決定す

る場面が少ないことから生徒の関心が低いと報告

している。一方、鳥居
5)
らは、住居領域は、実

験・実習の難しさ、実践例が少ない、宇野
6)
は、

適切な教材や副読本の不足を報告している。住居

領域の教材の不足については、関川ら
7)
が市販さ

れている教材の実情を調査し、種類や数が少な

い、値段が高く教育現場への導入が難しいという

問題点を報告している。

住居領域の教材開発については、関川、黒光ら

が情報機器を導入した教材開発
8)～11)

を、宇野
12）
、

西島
13）
、碓田

14）
、田中

15）
らが地域性を取り入れ

た教材開発の報告を行っている。また、分校ら16)

は、高等学校「住居領域」の教育内容、方法の検

討を、岡田、白井ら
17)18)
は、ライフステージでと

らえた住居領域の授業実践を行っている。これら

の報告では、教材開発事例とあわせて、適切な授

業や教材を開発することは、教育現場で大変効果

的であることが確認されている。

そこで、本研究では、教員の苦手意識が強い領

域である住居領域の教材開発を行うことにより、

家庭科教育を充実させることを研究目的としてい

る。以上の目的を果たすために、住居領域の教材

開発の前段階として、教育現場の実態の把握を

行った。具体的な研究方法としては、教員および

生徒にアンケート調査を行い、指導の実態、意識

を明らかにした。教員に対するアンケート調査は、

調査時期2009年８月、調査対象は、小・中学校お

よび特別支援学校の教員である。調査内容は、①

属性（性別、年齢、勤務校種、出身地、勤務年

数）、②普段の授業での工夫点、③普段の授業で使

用している教材・教具、④授業に役立つ教材・教

具、⑤鹿児島県の伝統や文化を生かした授業の実

施状況、⑥地域の人の協力を得た授業の実施例、

⑦家庭科を教える上での不安点である（表１）。

生徒へのアンケート調査は、調査時期、2008年

11月～12月、調査対象は、鹿児島県内の中学生で

ある。調査内容は、①家庭科の好き嫌いとその理

由について、②好きな授業形態、③かるたの経験

についてである（表２）。

表１．調査対象者（教員）の概要
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調査対象

調査時期

属性 選択肢 ％ 属性 選択肢 ％

男　性 17.9 鹿児島県 84.6

女　性 82.1 鹿児島県以外 15.4

20歳代 2.6 1～10年 10.3

30歳代 51.3 11～20年 61.5

40歳代 46.2 21～30年 25.6

小学校 61.5 31～40年 0.0

中学校 23.1 無回答 2.6

特別支援学校 15.4 39名

出身地

勤務
年数

全体

2009年8月

性別

年齢

勤務
校種

小・中学校および特別支援学校の教員39名
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Ⅱ．結果

１．教員に対するアンケート調査

(１) 普段の授業で工夫していること

「普段の授業で工夫していることは何ですか」

という質問を設け自由記述で回答を得た（表

３）。最も多かった回答は、「プリントやワーク

シートを作成する」26票であった。その他に、

「体験的な活動を取り入れる」11票、「具体的な

実物を利用する」、「板書カードを使用する」、「板

書計画を工夫する」が各４票みられた。

平成22年１月に報告された文部科学省の「学習

指導と評価に対する意識調査
19）
」結果では、日

ごろどのような授業や学習指導を心がけているか

という質問に対し、中学校技術家庭科（家庭分

野）、高等学校家庭科ともに、「教科書などの課題

に加え、教員が独自に工夫した教材や実技の課題

を扱う授業」が最も高くなっている。また、その

他にも「本時のねらいや目標を授業の導入部など

でしっかり明示する授業」、「観察や実験を行う、

現場で実物に触れるなど、体験を重視する授業」

が重視されている。

(２) 普段の授業で使用している教材・教具

「普段の授業でどのような教材・教具を使って

いますか」という質問を設け自由記述で回答を得

た（表４）。最も多かった回答は、「板書カード」

17票で、次いで、「パソコン」16票、「ビデオ・

DVD 」11票であった。その他に、「具体的な実
物の提示」８票、「写真」７票、「ワークシート」

５票がみられた。

(３) 授業に役立つ教材・教具

「どのような教材・教具があれば授業がしやす

いと思いますか」という質問を設け自由記述で回

答を得た（表５）。最も多かった回答は、「使いや

すい教材」15票で、次いで、「繰り返し使える教

材」、「お金がかからない教材」各13票、「汎用性

が高い教材」９票であった。また、「視覚的な教

材」、「パソコン･プロジェクター」各８票、

「DVD ・ビデオ」３票という回答も得られた。

表２．調査対象者（生徒）の概要

表３．普段の授業で工夫していること

表４．普段使用している教材・教具

表５．授業に役立つ教材

調査対象

調査時期

属性 選択肢 ％

男　性 48.5

女　性 51.5

303名全体

鹿児島県内の中学生

2009年11月～12月

性別

回　答 票

プリントやワークシートを作成し使用する。 26

体験的な活動を取り入れる。 11

具体的な実物を利用する。 4

板書カードを使用する。 4

板書計画を工夫する。 4

地域や子どもの実態にあった教材を使用する。 3

イラストや写真を取り入れる。 3

パソコンを使用する。 3

広幅用紙を使用する。 2

視覚的な教材・教具を使用する。 2

グループ活動を行う。 2

鹿児島県版の家庭科ノートを使用する。 1

基礎基本を徹底する。 1

チラシを活用する。 1

ミニテストを行う。 1

回　答 票

板書カード 17

パソコン 16

ビデオ・DVD 11

具体的な実物の提示 8

写真 7

ワークシート 5

CD・カセットテープ 4

本・絵本・雑誌 4

玩具 4

絵や文字のあるカード 3

教科書 3

紙芝居・紙人形 3

模型 2

OHP 2

マス目黒板 1

電子黒板 1

鹿児島県版の家庭科ノート 1

回　答 票

使いやすい教材 15

繰り返し使える教材 13

お金がかからない教材 13

汎用性が高い教材 9

視覚的な教材 8

パソコン・プロジェクター 8

DVD ・ビデオ 3

電子黒板 3

授業実践のついた学習プリント 2

マス目黒板 2

板書カード 2
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(４) 鹿児島県の伝統や文化を生かした授業

「鹿児島県の伝統や文化を生かした授業を行っ

ていますか」という質問を設け自由記述で回答を

得た（表６）。最も多かった回答は「郷土料理の紹

介や調理実習」27票、次いで、「行事や遊び、方言

等の伝統・文化についての学習」14票であった。

(５) 地域の人の協力を得た授業の実施例

「地域の人の協力を得た授業を行っています

か」という質問を設け自由記述で回答を得た（表

７）。最も多かった回答は、「さつまいもなど鹿児

島県の特産物の栽培等を行っている」23票であっ

た。その他に、「昔の遊びを教わっている」８

票、「郷土料理を教わっている」、「昔の地域の様

子などを話してもらっている」各５票であった。

(６) 家庭科を教える上での不安点と要望

「家庭科を教える上での不安点と要望はありま

すか」という質問を設け自由記述で回答を得た。

不安点としては、「内容によって教材・教具が少

なく教えるのが難しい」10票が最も多く、次い

で、「実習での安全面や技術面」７票であった

（表８）。要望としては、「指導力をつけるために

校内研修をしてほしい」３票、「家庭状況が違う

生徒でも対応できる教材の提供」、「視覚的にうっ

たえる教材の提供」、「施設設備の充実」各２票で

あった（表９）。

２．中学生に対するアンケート調査

(１) 学習者の家庭科に対する意識

家庭科に対する意識について、図１のような選

択肢を設け回答を得たところ、「好き」30.1%、
「どちらともいえない」56.6%、「嫌い」13.2%
であった。

また、性別と家庭科に対する意識との関係をみ

たところ1%水準で有意差がみられた。男性は、
「好き」22.4%、「どちらともいえない」58.5%、
「嫌い」19.0%、女性は、「好き」37.4%、「どち
らともいえない」54.8%、「嫌い」7.7%であった
（図２）。

表６．伝統や文化を生かした授業の実施状況

表７．地域の人の協力を得た授業の実施例

表８．家庭科を教える上での不安点

表９．家庭科を教える上での要望

図１．家庭科の好き嫌いについて（計303名）

図２．家庭科の好き嫌いについて Ｐ＜0.01

回　答 票

郷土料理の紹介や調理実習 27

伝統・文化についての学習（行事・遊び・方言等） 14

特産物の栽培（さつまいも等） 5

老人ホームや幼稚園への訪問 1

回　答 票

特産物の栽培（さつまいも等）。 23

昔の遊びを教わっている。 8

郷土料理を教わっている。 5

昔の地域の様子などを話してもらっている。 5

踊りや歌を教わっている。 3

保育園などを訪問している。 3

方言を教わっている。 2

被服実習に参加してもらっている。 2

給食関係や農家の人に話をしてもらっている。 2

職業体験を行っている。 2

英語学習に参加してもらっている。 2

大豆の加工品（豆腐・みそ・納豆）を教わった。 1

お茶の入れ方を学んだ。 1

消費生活センターの人に話をしてもらった。 1

回　答 票

内容によって教材・教具が少なく教えるのが難しい。 10

実習での安全面や技術面 7

取り扱いやすい内容と扱いにくい内容がある。 4

兼任であるため授業の準備が大変である。 1

男子生徒への対応 1

授業時間数が足りない。 1

回　答 票

指導力をつけるために校内研修をしてほしい。 3

家庭状況の違う生徒でも授業のできる教材の提供。 2

視覚的にうったえる教材の提供。 2

施設設備の充実 2

住居領域の教材がほしい。 1

好き 30.1%

どちらともいえない
56.6%

嫌い 13.2%  

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

男性 (n=147) 

女性 (n=155) 

好き どちらともいえない 嫌い

22.4

37.4

58.5

54.8

19.0

7.7
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次に、家庭科の好き嫌いの理由について、自由

記述で回答を得た。その結果、家庭科を「好き」

と回答した生徒の理由としては、「調理実習や被

服実習が楽しいから」45票が最も多く、次いで、

「自分で作ったものを食べることができるから」

24票、「一番生活に身近で将来に役立つと思うか

ら」８票、「被服実習で小物作りなどができるか

ら」５票などの回答が得られた（表10）。

「どちらともいえない」と回答した生徒の理由

としては、「好きな単元と嫌いな単元があるか

ら」59票が最も多く、次いで、「調理実習は好き

だが裁縫が苦手だから」20票、「実習などは楽し

いがテストができないから」18票、「不器用だか

ら」11票などの回答が得られた（表11）。

「嫌い」と回答した生徒の理由としては、「難し

いから」８票、「授業が楽しくないから」６票、「不

器用だから」５票などの回答が得られた（表12）。

(２) 好きな授業形態について

好きな授業形態について、表13のような6つの

選択肢を設けて複数回答で回答を得た。最も多

かった回答は、「調理実習など実習をする授業」

72.2%、次いで、「パソコンを使った授業」56.6

%、「実験や観察をする授業」36.8%、「ビデオを

見て学ぶ授業」27.5%、「図書館で調べ学習をす

る授業」15.2%、「黒板で教科書の内容を説明す

る授業」6.3%であった。

(３) かるたの経験

かるたの経験について図３のような選択肢を設

け回答を得たところ、「経験あり」97.0%、「経験

なし」2.5%、「無回答」0.5%であった。

３．住居領域の教材開発に向けて

教員への調査からは、授業で役立つ教材とし

て、「使いやすい」、「繰り返し使える」、「お金が

かからない」といった視点があげられた。生徒へ

の調査からは、興味・関心が高い教材として「視

覚的に理解することができる」、「実習・演習を行

える」という視点があげられた。それらの結果を

踏まえ、当研究では、教材開発の手法として「か

るた」に着目した。かるたは、絵札と読札に分

け、形象または語句・短歌などを書いたものであ

る。

表10．「好き」と回答した生徒の理由

表11．「どちらともいえない」と回答した生徒の理由

表12．「嫌い」と回答した生徒の理由

表13．好きな授業形態（計303名）

図３．かるたの経験（計303名）

「好き」と回答した理由 票

調理実習や被服実習が楽しいから。 45

自分で作ったものを食べることができるから。 24

一番生活に身近で将来に役立つと思うから。 8

被服実習で小物作りなどができるから。 5

調理実習や保育の勉強が楽しいから。 3

友達と協力して何かをすることができるから。 2

小物作りや幼稚園児との触れ合いが楽しいから。 1

料理，裁縫，幼児について学ぶことができるから。 1

知らないことを知ることができるから。 1

なんとなく楽しいから。 1

「どちらとも言えない」と回答した理由 票

好きな単元と嫌いな単元があるから。 59

調理実習は好きだが裁縫が苦手だから。 20

実習などは楽しいがテストができないから。 18

不器用だから。 11

家庭科自体が好きでも嫌いでもないから。 7

特に理由はない。 6

授業があまり分からないし，楽しくないから。 5

ただなんとなく受けているから。 4

黒板に書くだけの授業でつまらないから。 4

何かを作ることは好きだが，きれいに作れないから。 4

「嫌い」と回答した理由 票

難しいから。 8

授業が楽しくないから。 6

不器用だから。 5

テストができないし難しいから。 4

好きな授業形態 ％

調理実習など実習をする授業 72.2

パソコンを使った授業 56.6

実験や観察をする授業 36.8

ビデオを見て学ぶ授業 27.5

図書館で調べ学習をする授業 15.2

黒板で教科書の内容を説明する授業 6.3

合　計 303名

経験あり 97.0%

経験なし 2.5% 無回答 0.5%
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正月遊びの一つとして使用されているほか、理

科や食育、環境などに興味・関心を持たせるため

に作成されたものもあり、教材として活用される

など幅広く利用されている（表14）。

日本郷土かるた研究会の報告によると、全国で

は1723種のかるたが作成されており、鹿児島県で

は25種確認されている。郷土の地域性を題材に表

したかるたも作成されており、地域性の導入など

発展性にも富んでいる（表15）。

Ⅲ．まとめと考察

以上、教員および生徒にアンケート調査を行

い、指導の実態、意識を明らかにした。その結

果、教員への調査からは、家庭科を教える上での

要望として、指導力をつけるために校内研修、家

庭状況が違う生徒でも対応できる教材の提供な

ど、教材・教具、研修の充実があげられていた。

教員が普段の授業で工夫していることとしては、

自分でプリントやワークシートを作成するという

回答が多く、普段の授業で使用している教材・教

具では、板書カードが最も多かった。板書カード

は簡単に使うことが出来るほか、繰り返し使用で

きるという利点があげられる。授業に役立つ教

材・教具としても「使いやすい」、「繰り返し使え

る」といった回答が得られ、これらの視点は教材

開発を行う上で重要な要素といえる。また、視覚

的にうったえる教材がほしいという回答が得ら

れ、先行研究でも明らかにされているように、特

に住居領域においては、生徒にイメージがつきに

くい分、視覚的な教材の開発が望まれている。視

覚的な教材としては、情報機器やＩＣＴの活用が

考えられるが、現在の教育環境からみると、普及

するには金銭面と設備面で課題が残る。そのた

め、教育現場での普及を考えた場合、視覚的であ

るが安価な教材が望まれる。授業に役立つ教材で

もあげられていたが、授業で使用する上で「お金

がかからない」という視点は重要な要素といえる。

生徒へのアンケート調査からは、家庭科で好き

な授業形態は、「実習」72.2％が最も高く、家庭

科が好きな理由としても「調理実習や被服実習が

楽しいから」等の回答が多くみられた。また、か

るたの経験も９割以上の者が経験ありと答え、授

名　称 概　要（商品説明より引用）

精選
理科かるた

リズミカルな読札と正確で美しい絵札で理科のおもしろ
さを感じられるよう工夫されているかるた。楽しく遊びな
がら理科学習ができる。

食育かるた

十勝郷土料理研究会が、子どもたちの心身の健やかな
成長を願って作ったかるたである。全ての読み札に食育
に関する簡単な説明がついており、親子で楽しく学べ
る。また、楽しいイラストを見ながら、ひらがなを覚える学
習教材としても使うことができる。

エコかるた

エコかるたは、朝日新聞の創刊130周年企画として「地
球のためにできること、エコのためにできること」をテー
マに全国から募集したものである。42,785句の応募の
中から、選考委員による審査の結果46句が決定され
た。選ばれたエコかるたには、毎日の暮らしのなかにあ
るエコのヒントやかけがえのない地球への想いが込めら
れていている。なお、ホームページからエコかるたのダ
ウンロードをすることができる。

環境かるた
身近な環境問題を五・七・五で表現。環境に関する情報が
頭に入ってくる。絵札の裏に解説が掲載されており、楽しみ
ながら環境学習ができる。

江戸いろは
かるた

「犬も歩けば棒にあたる」で始まる定番のかるた。岩波ことわ
ざ辞典の解説書、ことわざの英訳、英文によるいろはかるた
の解説つき。

京いろは
かるた

江戸との違いを比べながら遊ぶとより楽しい。和文の解説
書、ことわざの英訳、英文によるいろはかるたの解説つき。

海上保安庁
かるた

子どもから大人まで楽しみながら海上保安庁の業務につい
て知ってもらうことを目的に製作されたかるたである。発案し
たのは、門司海上保安部で、海上保安庁の認知度を上げ
るために自ら絵札を作成した。海上保安長海上保安部の
ホームページで公開されている。

魚魚（とと）
あわせ

魚偏の漢字をかるたに。地方ゆかりの魚を絵と言葉で紹介
し、２枚のカードで絵合わせと漢合わせが楽しめる。

無地かるた
自分達で自由に作れる無地かるた。箱も無地なので自
分だけのオリジナルかるたを造ることが出来る。

表14．かるたの事例

表15．鹿児島県の郷土かるたの状況

名称 地域・発信地 制作・発行（年）

かごしま郷土かるた 鹿児島県 鹿児島県教育委員会(1985)
鹿児島県青年会議所 心の教育委員会
（有）ぶどうの木出版
植村紀子、原田美夏
（株）南方新社(2004)

島津いろは歌 鹿児島県 戸田勝範・出版文化社(2005)
鹿児島ことわざカルタ 鹿児島県 大吉千明・（株）南方新社(2006)

カゴッマ弁カルタ 鹿児島市 伊敷校区成人学級「史跡・伝承クラブ」(2006)
いちきかるた いちき串木野市 （社）串木野青年会議所(2008)

（社）加世田青年会議所(1984)
県立加世田高校創立80周年記念(1992改訂)

ふるさと霧島カルタ 霧島市 霧島市教育委員会(2009)

くまんじょん歌留多 薩摩川内市 市立隈之城小学校区(2005)

長島郷土かるた 出水郡長島町 長島の子ども会育成連絡協議会

島口カルタ 大島郡宇検村 村立名柄小中学校
よろんかるた 大島郡与論町 清野土半(2006)

与論（ユンヌ）カルタ 大島郡与論町
与論カルタを創る会
NPO日本子ども未来支援ネットワーク(2007)

与論の方言かるた 大島郡与論町 Ｋｉｍｉｋｏ(2008)

志布志郷土かるた 増於郡志布志町 志布志町郷土教育教材開発委員会(1992)

鹿屋市

屋久島町

屋久島町

薩摩川内市

さつま町

　日本郷土かるた研究会ＨＰより参照

ふるさとカルタ 頴娃町教育委員会(2004)

あづま郷土かるた 東町教育委員会(1992)

串良郷土かるた 串良町教育委員会(1992)

つるだの郷土カルタ 鶴田町教育委員会(1992)

屋久島カルタ 町立宮浦中学校

屋久町郷土
教育カルタ

屋久町教育委員会

里村郷土かるた 里村教育委員会(1992)

長島町

平成かごしまカルタ 鹿児島県

鹿児島ことば
あそびうたかるた

鹿児島県

日新公いろはかるた 南さつま市

日新公いろはかるた
［島津忠良作歌］

加世田市教育委員会(1987)

くしきのかるた (社)串木野青年会議所(2002)

きよはら郷土カルタ 町立清原小学校(2003)

南さつま市

いちき串木野市

南九州市

南さつま市
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業手法として有効であるといえる。

以上の結果を踏まえ、当研究では、①プリン

ト・ワークシート・板書カードへ応用できる、②

繰り返し利用できる、③視覚的なもの、④安価で

ある、⑤生徒の興味・関心が高い実習につなが

る、の５つを教材開発の視点とした。それらを踏

まえ、次報では、具体的な教材開発の立案を行う。
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